
































註(1)資本論』第 3部 5章の平和i(第 l稲)については以下のー述の研究を参照した。
大谷柏之介 rr資本論』第 3部第 1杭について一一オリジナルの調査にもとづいて
一一J u'経済志林.1(法政大)50巻 2号， 1982年。
同 rr信用と架空資本J (i"資本論』第 3部第25章)の草稿について 第3部第 l
杭第 5章から一一J (上)(中)(下)，同誌51巻 2号 3号， 1983年， 4号， 1984 
年。
同 rU'資本論』第 3部第 5A;iの草稿についてJ u'信用理論研究.1 1号， 1984年。
同「利子生み資本論の形成についてJ (経済理論学会制 H資本論」の現代的意義』
青木吉山， 1984年所収)。
同 r経済学批判」体系プランと信用論J (浜野俊一郎・深町郁刑制 r利子・信用」
(i"資本論体系 6.1)有斐閣， 1985年所収)。
同 rr資本主義的生産における信用の役割J (Ii"資本論』第 3部第27章)の草稿につ







版会， 1977年，第 l部 1，を参照されたい。ラムジーについては， George Ramsay， 
An Essay on the Distribution 01 Wealth， Edinburgh 1836， (reprinted by Augustus 


























一つの用途から他の用途へ移される J (On the Principles 01ρolitical Economy and 
Taxation， The Works and Correspondence 01 David Ricardo， edited by Pierro 
Sraffa， VoI. 1， Cambridge U. P.， 1951， p. 89， t日経夫訳『経済学および、課税の原理』
crデイヴィド・リカードゥ全集.! 1巻〕雄松堂i'}居， 1972年， 105ページ)。
(4) 大谷論文に基づいて27~ と 25章との対比を行なった次の研究がある。山本孝則 rr草
杭」からみた「資本論』第3部第5編25，27f;[の位lu:-第5日の基本構成との関連で
一一J r武蔵大学論集.!33巻 1号， 1985年。
しかし，その論文では利ilVj率の均等化と信用に関しては， 251主における「銀行を担
い手とする，社会的に部航された貸付可能な 1~幣資本の運動機構J (69ページ，傍点


















































































































生産様式そのものによってっくり出された形態である J (Zk. S. 1514， [ノー

















rm。個別性一一 1)信用としての資本。 2 )株式資本としての資本。
金融市場としての資本。金融市場では，資本はその総体性 (Totalitat)にお
いて措定されている。そこでは資本は，価格を規定するもの，労働を雇用す
るもの，生産を規制するもの，一言で言えば生産源泉である J (Gr. S. 199， 









































て，特殊な産業部面iに投下される〔と仮定している〕だけである J (Zk. S. 1105， [ノ




(8) ノj、稿「外国貿易の拾象と再生産論J [j経営と経済.!63巻 4号， 1984年，を参照。
80 







の要求権」および「他人の労働を取得するための権原およひー手段J (K. I. 












































けでよし E。そのさいわれわれはただ商業信用 (dercommercielle Credit)だ
けを取り扱う。この信用の発展と公信用の発展との関連は考察しないで、おく」
















べてきた信用の役割について一般的な規定を与えたといえる。そこで rB ) 
信用によって，流通または商品変態の，さらには資本の商品変態のさまざま
の段階が速められること(したがって再生産過程一般が速められること )0J 
(K. II. S. 452， (Ms. S.326J，大谷訳による)と述べているのは r流通時間
の止揚」としての信用と，金融市場での「生産上の要求」に対する信用とが
























する J (K. II. S. 519)。しかし，この単純化した条件のもとでも，論証は十
分には行なわれていない。なお，金融的流通を導入した分析も他方では考え
られていたことは，証券市場での売買が貨幣の不拘束となることを述べた部












































































われる資本とのあいだにあるのである J (Gr. S. 325， (ノート 4冊， Ms. S. 21])。




















(Rudolf Hilferding， Das Finanzkatital， Europaische Verlagsanstalt， Frankfurt， 









いは，深町郁弼 rr信用と擬-制資本」の現代的課題J Ii"信用理論研究.il 2号， 1985年，
を参照。
【引用文献】
(1) Das Kapital， Bd. I!， MEW， Bd. 25， 1964，岡崎次郎訳「資本論」第 3巻，大月書居
(国民文庫)による。K.II!.と略記。
(2) Zur Kn'tik der politischen Okonomie (Manωhη~Pt 1861-1863)， MEGA， I -3， Ii"資
本論草稿集」大月書出， 4 - 8分冊による。 Zk.と略記。
(3) Grundrisse der Kritik der polit.ゐchenOkonomie， MEGA， Iーし高木幸二郎監訳
「経i汗学批判要綱』大月書庖，第 2分冊による。 Gr.と略記。
以上，いずれも原書ページ数のみを記す。また， ( )内は草稿のページ数である。
